
濃
南
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
に
生
活
物

資
の
輸
送
道
路
と
し
て
発
達
し
た
中
馬
街

道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
 

本
校
は
、
中
馬
街
道
の
保
全
・
整
備
と

こ
の
地
に
伝
わ
る
文
化
の
伝
承
を
教
育
活

動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
と
連
携

し
た
教
育
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 

本
校
で
は
、
昭
和
53
年
春
に
、
「
先
人

の
苦
労
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
素
晴
ら

し
さ
に
触
れ
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
た
、
中
馬
街
道
の
整
備
を
始
め

ま
し
た
。
 

ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
は
、
本
校
生
徒

の
思
い
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
も
加
わ
ら
れ
、
い
っ

そ
う
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
、
現
在
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。
 

 
秋
に
は
、
昔
の

輸
送
体
験
と
伝
統

文
化
の
発
表
を
行

う
「
中
馬
ウ
オ
ー

ク
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

全
校
で
木
曽
馬

を
引
き
連
れ
て
中

馬
街
道
を
通
り
、

地
域
の
小
学
校
（
鶴
里
小
・
曽
木
小
）
ま

で
練
り
歩
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
生
徒
た
ち
は
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
、
地
域
在
住
の
講
師
の
先
生
か

ら
学
ん
で
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
 

中
馬
馬
子
唄
踊
り
（
1
年
）・
打
ち
囃

子
（
2
年
）
を
披
露
し
、
陶
芸
作
品
を
展

示
（
3
年
）
し
ま
す
。
 

こ
の
行
事
に
は
、
中
馬
馬
子
唄
保
存
会

や
打
ち
囃
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
、
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
っ
た
も
の
に
な

り
ま
す
。
ま
さ
に
、
濃
南
の
地
に
伝
わ
る

文
化
伝
承
の
場
と
な
り
ま
す
。
 

 本
校
で
は
、こ
れ
か
ら
も
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
連
携
し
て
、
郷
土
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
、
伝
統
文
化
に
触
れ
親
し
む

機
会
を
充
実
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
持
て
る
心
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 


